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防災士からのおはなし その８  

（株）世田谷サービス公社 地域防災支援センター所長 村上 陽一 

編
集
後
記 

前号までは、上馬まちづくりセンター所長としてこのコラムを担当し

ていましたが、今号からは世田谷区役所の外郭団体の世田谷サービス公

社に、地域の防災力や防災意識等の向上を目的に新設された「地域防災

支援センター」所長として引き続き連載させて頂きます。よろしくお願

いします。 
 

災害時の「避難」と聞いてどんなイメージを思い浮かべますか。学校

の体育館の床に多くの人が集まっている様子でしょうか。実は、「避

難」には「在宅避難」・「縁故避難」・「自主避難」など様々な形があ

ります。自宅に被害が無ければ、避難所に行かずに自宅で生活を続ける

「在宅避難」をお勧めしています。 

避難所は、スペースや備蓄が限られ、見ず知らずの

人と雑魚寝になります。また、トイレの衛生状態や感

染症のリスクなど決して良好な環境ではないため、災

害関連死の危険があります。普段から食料や防災用品

の備蓄を進め、安心できる住み慣れた自宅での在宅避

難をお勧めします。在宅避難でも、救援物資の配給な

どの支援は避難所同様に受けられます。 
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過去の記事はコチラの 

二次元コードからご覧いただけます！ 

※今号のクロスワードはおやすみです 
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～ホールの音響性能が向上！～  

～美術品展示！～ 

 舞台天井の高さを客席天井の高さに近づけるよう

改修したことで、舞台で奏でる音がより客席に届き

やすく、ホール全体に響くようになっています。 

 舞台の一部が上下に動きます。下げれば客席とし

て、上げれば舞台として利用でき、大編成の演奏等

にも対応できるようになりました。 

～可動式の前舞台ができました！～ 

 ホールに続くホワイエ（１階、２階）には、

世田谷美術館所蔵の美術品等が常設展示されて

います。展示替えを年３回程度予定しており、

多彩な作品を楽しむことができます。 

聴いて！ 

約２年半の改修工事を経て生まれ変わった世田谷区民会館には文化・芸術を楽しむ仕掛けがいっぱい！ 

開館を祝したオープニングイベントを、令和７年３月までに計６公演開催します。 

この機会にぜひ世田谷区民会館へ足を運び、さまざまな文化・芸術を体感してみてください。 

住所：世田谷区世田谷4丁目21番27号   電話：03-5432-2837   受付時間：午前9時～午後5時 

開館時間：午前9時～午後10時 休館日：原則毎月第2・3月曜日、年末年始、その他保守点検による休館あり  

主な施設：ホール（933席）、集会室（2室）、練習室（2室）  

 講演会や展覧会、各種会議等で使用できる 

集会室と、音楽やダンス等の練習ができる練習

室があります。 

 みなさんの日々の活動でぜひ使ってみてくだ

さい。利用ルールは、世田谷区民会館のホーム

ページ等に掲載しています。 

見て！ 

楽しんで！ 

使って！ 

あなたが考えた名前が 

新たな世田谷区民会館の愛称になるかも！？ 

奮ってご応募ください！ 

 詳しくは区のおしらせ8月15日号をご確認ください。 

応募して！ ～愛称募集中～  

  ホール  

～集会室、練習室も完備！～  

施設概要 

練習室Ｂにはドラムセットや 

キーボードもあるよ！ 

  練習室Ａ 
  
練習室B 

  
集会室 

（１２月１５日締切）  


